
1 千里之行，始于足下 千里の道も一歩から。 10

2 青出于蓝而胜于蓝 青は藍より出でて藍より青し。 12

3 三人行必有我师 三人で行動すれば、必ずそこに自分の
師となる人がいる。 14

4 读万卷书，行万里路 万巻の書を読み、千里の道を旅する。 16

5 世上无难事，只要肯登攀 世の中に難しいことはない。
登ろうとしさえすればいいのだ。 18

6 十年磨一剑 十年かけて一振りの剣を磨く。 20

7 师者，所以传道受业解惑也 師とは、道理を教わり、学問や仕事を
習い、迷いを解くためのものだからだ。 22

8 纸上得来终觉浅，
绝知此事要躬行

書物より得られた知識は浅いもの、
物事は実践を経て会得する。 24

9 业精于勤，荒于嬉;
行成于思，毁于随

学業は、励めば深まり、遊べば衰える。
行いは、深く考えれば完成され、
気ままに振る舞えばダメになる。

26

10 有容乃大 あらゆる物を受け入れれば、
大きくなる。 30

11 它山之石，可以攻玉 他山の石以て玉を攻むべし。 32

12 满招损，谦受益 おごりたかぶれば損をして、
謙虚であれば得をする。 34

13 人而无信，不知其可 人として信がなければ、
上手くやっていけるわけがない。 36

勉学に励み己を研く　9

徳を実践する　29
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14 有则改之，无则加勉 誤りがあれば改め、誤りがなければ
さらに努力する。 38

15 桃李不言，下自成蹊 桃やスモモは物言わずとも、
その下にはおのずと道ができる。 40

16 桃李满天下 桃やスモモが世の中に満ちる。 42

17 富贵不能淫，贫贱不能移，
威武不能屈

富貴でもその心を乱せず、
貧賤でもその心を変えられず、
威光や暴力でも屈服させられない。

44

18 同舟共济 船を同じくすれば互いに助け合う。 48

19 己所不欲，勿施于人 自分が望まないことは、
他者にしてはならない。 50

20 海内存知己，天涯若比邻 世の中に知己さえいれば、天の果てほど
離れていても側にいるよう。 52

21 人生何处不相逢 人生はどこで再び会わないことが
あるだろうか。 54

22 一人得道，鸡犬升天 一人が道術を身につければ、
鶏や犬も天に昇る。 56

23 皮之不存，毛将焉附 皮がなければ、毛はどこに付くのか。 58

24 风乍起，吹皱一池春水 ふと風が吹き、水面が波立つ春の池。 60

25 花径不曾缘客扫，
蓬门今始为君开

花の小道を来客のために掃除した
ことはなかったが、今日はじめて、
門は君のために開かれる。

62

人と交わりを結ぶ　47

26 欲速则不达 成果を急ぐと目標に到達しない。 66

27 树欲静而风不止 樹は静まりたくても風は止まない。 68

28 一叶障目，不见泰山 一枚の葉が目を覆い、泰山が見えず。 70

戒めを心に刻む　65



29 工欲善其事，必先利其器 職人が良い仕事をしようと思えば、
必ずはじめにその道具を研ぐ。 72

30 凡事预则立，不预则废 およそ物事は事前に準備していれば
成功し、準備していなければ失敗する。 74

31 行百里者半九十 百里の道のりを行く者は、
九十里を半ばとする。 76

32 千里之堤，溃于蚁穴 千里の長さを誇る堤防も、
アリの穴から崩れる。 78

33 水能载舟，亦能覆舟 水は舟を載せもするが、
水は舟を転覆させもする。 80

34 横看成岭侧成峰 視線を横に動かせば山脈となり、
側で見ればそそり立つ峰となる。 82

35 非淡泊无以明志，
非宁静无以致远

寡欲でなければ志は明確にならず、
心穏やかでなければ奥妙に至らず。 84

36 居安思危，思则有备，有备无患 平時こそ危険を思え、これを思えば
備えあり、備えあれば憂いなし。 88

37 先天下之忧而忧，
后天下之乐而乐

世の人々が憂うより先に憂い、
世の人々が楽しんだ後で楽しむ。 90

38 楚王好细腰，宫中多饿死 楚王が細い腰を好むと、
宮中に餓死者が多く出る。 92

39 鞠躬尽瘁，死而后已 懸命に働き、死んで後に止む。 94

40 水至清则无鱼，
人至察则无徒

水が清すぎれば魚は棲めず、
人が潔癖すぎると仲間はいなくなる。 96

41 兼听则明，偏信则暗
幅広い意見を聞けば正しい判断が
下せるが、一方の言うことだけを
信じれば目が曇る。

98

42 其身正，不令而行；
其身不正，虽令不从

あり方が正しければ、命令せずとも
行われ、あり方が正しくなければ、
命令しても聞かない。

100

理想のリーダーとは　87 



53 逝者如斯夫，不舍昼夜 過ぎゆくものはこのようであろうか。
昼も夜も休むことがない。 126

54 少壮不努力，老大徒伤悲 若い時、努力をしなければ、
老いてむなしく悲嘆する。 128

55 悟已往之不谏，知来者之可追 過ぎたことを悔やんでも仕方ないと悟り、
これからのことはまだ間に合うと知る。 130

56 人生如白驹过隙 人生は駿馬が走り抜けるのを
隙間から見るかのよう。 132

57 青山遮不住，毕竟东流去 緑なす山 さ々えも遮れず、江は結局、
東へ流れることになる。 134

43 将欲取之，必固与之 これを手に入れたくば、
先にこれを与えなければならない。 104

44 知彼知己，百战不殆 敵味方の情勢を知っていれば、
百たび戦っても危ういことはない。 106

45 亡羊补牢，犹未为晚 羊が逃げてから囲いを修理しても
まだ遅くはない。 108

46 生于忧患，死于安乐 憂慮にあれば生存し、
安楽にあれば死に至る。 110

47 醉翁之意不在酒 酔翁の真意は酒にはない。 112

48 项庄舞剑，意在沛公 項荘の剣舞、その狙いは沛公にあり。 114

49 疾风知劲草 はげしい風が吹いて強い草が分かる。 116

50 卧榻之侧，岂容他人鼾睡 寝床の側で、他人がいびきをかいて
いるのを許せようか。 118

51 柳暗花明又一村 柳が暗く茂り、花が鮮やかに咲くところ、
また村があった。 120

52 长风破浪会有时，
直挂云帆济沧海

長風が荒波を破る時はきっと来る。
船に帆を揚げこの海原を渡らん。 122

時の流れを受け入れる　125 

策をめぐらし難局を乗り越える　103



64 有朋自远方来，不亦乐乎 友だちが遠くから来てくれる。
楽しいことじゃないか。 150

65 天若有情天亦老 天にもし情あれば天もまた老いる。 152

66 每逢佳节倍思亲 節句のたびにいよいよ親類が懐かしい。 154

67 茕茕孑立，形影相吊 ポツンと一人頼る者なく、
影法師と互いに慰め合う。 156

68 谁知盘中餐，粒粒皆辛苦 誰が知る皿に盛られた食べ物は、
どの一粒にも苦労があると。 158

69 谁言寸草心，报得三春晖 小さな草の我が心、春の日差しに
恩返しなどできようか。 160

70 欲穷千里目，更上一层楼 はるか千里の景色を見んと、
さらに一層楼を上る。 162

58 流水不腐，户枢不蠹 流れる水は腐らず、戸のとぼそは
虫が喰わない。 136

59 老骥伏枥，志在千里;
烈士暮年，壮心不已

老いた駿馬は飼い葉桶に伏すも、千里
の彼方に志を馳せ、烈夫はたとえ老い
ようと、盛んな気持ちはなお止まず。

138

60 沉舟侧畔千帆过，
病树前头万木春

沈舟のそばを千艘が通り過ぎ、
病んだ樹の前で万の木が春告げる。 140

61 夕阳无限好，只是近黄昏 夕陽はこの上なく美しい。
ひたすらに日暮れ迫るその中で。 142

62 江山代有才人出 この国土からは代々俊傑が生まれた。 144

63 日出江花红胜火，
春来江水绿如蓝

日が出れば、花は火よりも紅に、
春になれば、江水は藍のごとき緑色。 146

湧き上がる感情を表す　149

索引　　164


